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ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の１５日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎ ０４-２９２８-８６９５  FAX ０４-２９２４-０６３０ まで。
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ところざわ市議会だより 第 208号第 208号

補助の対象を伐採と植樹のセットにした理由と、新たに植樹する樹木の種類に条件はあるか。問

伐採により緑が減少してしまうため、貴重な緑を保全するために伐採と植樹を併せた制度設計にしました。

また、樹木の種類は生物多様性を維持するため、もともと所沢に生育しているクヌギ、コナラ、エノキなど、

在来種を対象としています。

答

（問合せ：みどり自然課　２９９８－９３７３）

事業費：４９２万６千円

ナラ枯れ被害木等伐採及び植樹補助事業

貴重なみどりを保全します

議案第７９号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

　私有林のナラ枯れ被害等を受けた枯死木の倒木による人や家屋への被害の防止、ナラ枯れ被害によって樹木が減

少してしまうことへの対策として、枯死木を伐採し、新たに植樹を行う方に対して、費用の一部を助成します。

議　　 　審　議案

９月定例会での

【会期】９月１日～９月２７日（２７日間）

【市長提出議案】	 補正予算	 ５件

	 条例関係	 ４件

	 指定管理者の指定	 ２５件

	 契約締結	 １件

	 市道認定・廃止	 ５件

【議員提出議案】	 	 ２件

市長提出議案のおもな事業概要

決
可

「埼玉県におけるナラ枯れ被害対策に関する方針」に基づいて、人的被

害やインフラ・家屋等への被害を及ぼす危険性のある枯死木を伐採し、

新たに植樹をする方	 ※補助対象見込：２４本

伐採（補助率１／２）	 １本当たり上限額２０万円

植樹（補助率１０／１０）	 １本当たり上限額５千円

対　

象

補
助
率

議議場場ココンンササーートト 開催！
１２月１日（金）午前９時　ライブスタート♪

議場での鑑賞のほか、インターネットでライブ中継も行います。

詳細はコチラ

２００８年結成のＪ—ＰＯＰボーカルグループ

２０１３年７月　「頑張っていこうぜ」でメジャーデビュー

２０１５年　所沢市の観光大使に就任

ＪＡＹ'Ｓ ＧＡＲＤＥＮ（ジェイズ ガーデン）
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令和 5 年（2023 年） 11 月 15 日 ところざわ市議会だより

保育士の確保について課題をどのように捉えているか。問

県では、賃金の地域区分の差などの理由により、保育士が東京都内に就職する傾向にあること、奨学金の返済に

不安や負担を感じている点に着目した結果、埼玉県保育士奨学金返済支援事業を令和５年度より実施することに

なりました。本市は東京都に隣接しているため、保育人材の流出が課題と捉え、保育人材確保への対応を検討し

てきた中で、本事業が効果的だと考えています。

答

市内の私立保育園、認定こども園、認可外保育施設や幼稚園といった就学前の保育施設に関する送迎バス全てに

安全装置が設置できるということか。
問

市内保育施設が所有する２３台は、今回の事業で安全装置の設置が完了します。また、幼稚園については埼玉県

で同様の対応をしているため、こども未来部が所管する施設では、全てのバスに対応することになります。
答

（問合せ：保育幼稚園課　２９９８－９１２６）

事業費：４０２万５千円

送迎用バス安全装置設置補助事業

　児童送迎用バスの車内置き去り防止のため、安全装置の設置が義務化されたことに伴い、市内保育施設が運行

するバスに安全装置を設置するための補助金を交付します。

（問合せ：保育幼稚園課　２９９８－９１２６）

事業費：６３０万円

保育士奨学金返済支援事業

　保育人材を確保し、保育士が働きやすい環境を整備するため、保育所で新たに勤務することになった保育士に

対して、奨学金の返済支援のための補助金を交付します。

安全安心に子育てできる環境をつくります

議案第７９号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

決
可

•	対象者：	奨学金を受け、市内の私立保育園、認定こども園、地域型保
育事業施設に新たに勤務することになった保育士３５人

•	補助額：１人当たり１年度につき１８万円

•	期　間：最長５年間 詳細はコチラ➡

実
施
概
要

実
施
概
要

補	助	額：送迎用バス　１台当たり　	　１７万５千円

対象施設： •	私立保育園	 １施設	 計４台

•	認定こども園
　　幼保連携型	 ３施設	 計９台

　　保育所型	 １施設	 計４台

•	認可外保育施設	 ３施設	 計６台

	 	 合計２３台
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ところざわ市議会だより 第 208号第 208号

（問合せ：保健給食課　２９９８－９２４９）

所沢市立学校給食センター設置及び
管理条例の一部を改正する条例制定について

議案第８３号

決
可

（問合せ：高齢者支援課　２９９８－９１２０）

所沢市立老人福祉センター
うしぬま荘等の指定管理者の指定について

議案第９７号

決
可

給食を提供する学校の変更や提供食数に変化はあるのか。問

新たに設置する第２学校給食センターでは、南陵中学校の分を含めた、小学校８校と中学校７校分の約８，０００

食分を対応することになります。
答

老朽化した第３学校給食センターを廃止し、第２学校給食センターの

跡地に新たな学校給食センターを設置することに伴い、施設の名称と

所在地について改正を行います。

【第２学校給食センターの所在地】　中富１８６２－１

事業の概要

第２学校給食センター完成イメージ

　所沢市立老人福祉センターうしぬま荘、あづま荘については、令和６年度から指定管理者による管理運営を開始

するため、指定管理者を指定します。

指定管理者制度の導入に際して、きめ細やかな対応を行ってきたのか。やってきていなければ指導していく必要

があるのではないか。
問

令和２年度に老人福祉センター さやまがおか荘、緑寿荘に指定管理者制度を導入していますが、これまでサービ

スの質を落とすことなく、効率的な行政運営という目標を達成しているので、今回も同様の効果が期待できると

考えています。

答

管 理 施 設
•	所沢市立老人福祉センター　うしぬま荘
•	所沢市立老人福祉センター　あづま荘

指定管理者 公益財団法人　所沢市公共施設管理公社

指 定 期 間 令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（５年間）
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令和 5 年（2023 年） 11 月 15 日 ところざわ市議会だより

議員提出議案

議員提出議案

はコチラをご

覧ください

議員提出議案第６号

決算特別委員会の設置について

　令和４年度一般会計、各特別会計、各事業会計の歳入・

歳出予算の執行実績を確認し、内容を審査するため「決

算特別委員会」を設置し、９月定例会で付託された決算

認定１０件を、閉会中に審査します。

議員提出議案第７号

大庭祥照議員に対し反省を求める決議について

　当市議会は、平成２３年に、市議会議員の責務と行為規範を定めた「所沢市議会議員政治倫理条例」を制定し、

議員の政治倫理の確立を図ってきたところである。

　この度、大庭祥照議員が公職選挙法の規定に抵触する寄附行為を行い、公職選挙法等の厳守や行為規範を定めた

同条例第５条の規定に違反したことは誠に遺憾であり、議会に対する市民の信頼を著しく失墜させるものである。

　もとより、市民の負託に応える議員は、いかなる疑惑を持たれぬよう常に自らを厳しく律しなくてはならない。

　よって、大庭祥照議員、自らの政治的・道義的責任を明確にするとともに、市民の信頼を失墜させる行為に対し、

強く反省を求めるものである。

決算特別委員会委員

　◎小林　澄子（日本共産党）

　〇大久保竜一（公明党）

　　長岡　恵子（立憲民主党）

　　神戸　鉄郎（日本維新の会）

　　松本　明信（市民クラブ未来）

　　佐野　允彦（自由民主党・無所属の会）

　　亀山　恭子（公明党）

　　大舘舘　隆行（至誠自民クラブ）

◎…委員長　　〇…副委員長

政治家からの寄附禁止
有権者が政治家に寄附を求めることも禁止！

　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人

に寄附を行うことは、名義の如
いか ん

何を問わず特定の

場合を除いて一切禁止されています。有権者が求

めてもいけません。

　また、冠婚葬祭における贈答なども寄附になり

ます。市民の皆さんのご理解、ご協力をお願いし

ます。

※	政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、葬式や

通夜における香典については、罰則の対象から除かれます。

　（通常一般の社交の程度を超えている場合は処罰されます。）

一　
　
　

例

地域の運動会・スポーツ大

会への飲食物等の差し入れ

町内会の集会・旅行等の催

し物への寸志・飲食物の差

し入れ

お祭りへの寄附・差し入れ

お歳暮・お年賀・入学祝

い・卒業祝い・病気見舞い

総務省のホームページに

「選挙・政治資金」について掲載されています。

コチラからご覧ください。
➡
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ところざわ市議会だより 第 208号第 208号

【討論】議案に賛成・反対反対

●議案第７９号 令和５年度所沢市一般会計予算（第４号）
●議案第９７号 所沢市立老人福祉センターうしぬま荘等の指定

管理者の指定について

・西部クリーンセンターの市民持込ステーション受入業務委託化について、委託するためには１人約

４７０万円必要とのことで、新規職員を採用する場合は、経費はもっと安価で済む。現業職員不補

充で委託を進めるのではなく、現業職員を雇用して住民サービスの向上を進めるべきではないか。

・雇用者の定着率の低い指定管理者があり、特に福祉に関連する施設では安定的に雇用が継続され、

質の高い運営を進める努力が必要である。ケアワーカーは自主的に研修に参加するなど、専門性を

高めるために努力もされてきた。老人福祉センターの運営も、福祉施設として専門性が求められる。
矢作議員

反対

・西部クリーンセンター長期包括運営業務の委託化は民間のノウハウを取り入れ、新たな視点での

業務運営を実現するなど、市民サービスの向上を図る上でも有効である。市民持込ステーション受

入業務については、計画的な委託拡大の一環として予定されてきたものであり、十分な準備のもと

に進められている。

・従来から指定管理者制度を導入している２つの老人福祉センター（さやまがおか荘・緑寿荘）と

８つの老人憩の家では、これまでサービスの質を低下させることなく、運営管理において一定の成

果を出しており、利用者からも高い評価をいただいている。複数の施設を１事業者が受け持つこと

により、緊急時の職員体制や柔軟な対応が可能となる。入沢議員

賛成

討論の映像は

コチラをご覧

ください　➡

令和５年９月定例会　審議結果 徹底
審議市長提出議案（５０件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第７９号 令和５年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

予　　算

原案可決

議案第８０号 令和５年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第８１号 令和５年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第８２号 令和５年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第８３号 所沢市立学校給食センター設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について 市民文教

議案第８４号
所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例制定について 健康福祉

議案第８５号 所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例の一部を改正する条例制定について

議案第８６号
所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理事業施行に関する条例及び所沢都市計画事業所沢駅西口土地
区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する条例制定について

建設環境

議案第８７号 所沢市中富南コミュニティセンター等の指定管理者の指定について

市民文教

可　　決

議案第８８号 所沢駅東口市民ギャラリーの指定管理者の指定について

議案第８９号 所沢市斎場の指定管理者の指定について

議案第９０号 所沢市立キャンバスの指定管理者の指定について

健康福祉

議案第９１号 所沢市立プロペラの指定管理者の指定について

議案第９２号 所沢市立はばたきの指定管理者の指定について

議案第９３号 所沢市立きぼうの園の指定管理者の指定について

議案第９４号 所沢市立こあふるの指定管理者の指定について

議案第９５号 所沢市立ゆきわり草の指定管理者の指定について

議案第９６号 所沢サン・アビリティーズの指定管理者の指定について

議案第９７号 所沢市立老人福祉センターうしぬま荘等の指定管理者の指定について
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令和 5 年（2023 年） 11 月 15 日 ところざわ市議会だより

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第	９８	号 	所沢市立老人福祉センターさやまがおか荘等の指定管理者の指定について

健康福祉

可　　決

議案第	９９	号 	所沢市立新所沢けやき通り老人デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議案第１００号 	所沢市老人ホーム亀鶴園の指定管理者の指定について

議案第１０１号 	所沢市立老人憩の家さくら荘等の指定管理者の指定について

議案第１０２号 	所沢市立老人憩の家とめの里等の指定管理者の指定について

議案第１０３号 	所沢市立老人憩の家みかじま荘等の指定管理者の指定について

議案第１０４号 	所沢市立老人憩の家ところ荘等の指定管理者の指定について

議案第１０５号 	所沢市立ひばり児童館の指定管理者の指定について

議案第１０６号 	所沢市立つばめ児童館の指定管理者の指定について

議案第１０７号 	所沢市立さくら児童館の指定管理者の指定について

議案第１０８号 	所沢市歯科診療所あおぞらの指定管理者の指定について

議案第１０９号 	所沢市観光情報・物産館の指定管理者の指定について 総務経済

議案第１１０号 	所沢市民武道館の指定管理者の指定について
市民文教

議案第１１１号 	所沢市パークゴルフ場の指定管理者の指定について

議案第１１２号 	所沢駅ふれあい通り線整備工事（その６）請負契約締結について

建設環境

議案第１１３号
～

議案第１１５号
	市道路線の認定について

議案第１１６号
～

議案第１１７号
	市道路線の廃止について

議案第１１８号 	令和５年度所沢市一般会計補正予算（第５号） ― 原案可決

認定第　１　号 	令和４年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

決算特別 継続審査

認定第　２　号 	令和４年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　３　号 	令和４年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　４　号 	令和４年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　５　号 	令和４年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　６　号 	令和４年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　７　号 	令和４年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第　８　号 	令和４年度所沢市水道事業決算の認定について

認定第　９　号 	令和４年度所沢市下水道事業決算の認定について

認定第	１０	号 	令和４年度所沢市病院事業決算の認定について

議員提出議案（２件）

議案番号 件　　　名 結　　果

第 ６ 号 決算特別委員会の設置について
原案可決

第 ７ 号 大庭祥照議員に対し反省を求める決議について

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧
賛成：〇　反対：×　欠席：欠

議案番号

公明党 至誠自民クラブ
自由民主党・
無所属の会

日本共産党
市民クラブ
未来

さきがけ

と
こ
ろ
ざ
わ	

市
民
会
議

日
本
維
新
の
会

参
政
党

立
憲
民
主
党

れ
い
わ
新
選
組

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照	

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み	

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

神
戸　

鉄
郎

斉
藤
か
お
り	

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

第７９号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 （
議
長
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第９７号 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※継続審査･･･	委員会に付託された案件について閉会中も引き続き審査を行うこと。
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議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※	

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

９
月
定
例
会
で
の

⬆	動画はコチラ

Ｑ
令
和
５
年
６
月
定
例
会
で

質
問
し
た
フ
ァ
ル
マ
ン
通
り
交

差
点
か
ら
所
沢
陸
橋
北
交
差

点
ま
で
の
区
間
は
、
渋
滞
し
て

い
る
日
が
以
前
よ
り
も
少
な
く

な
っ
た
感
じ
が
す
る
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
朝
方
と
夕
方
の
時
間

帯
は
渋
滞
し
て
い
る
。
商
業
施

設
の
駐
車
場
料
金
の
設
定
を

工
夫
し
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
開
発
事
業
者
の
グ
ル
ー
プ

会
社
に
は
鉄
道
事
業
者
が
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
積

極
的
に
電
車
利
用
を
促
す
策

を
講
じ
る
よ
う
繰
り
返
し
要
請

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
鉄
道

を
利
用
し
て
来
場
さ
れ
た
人
に

対
し
て
何
ら
か
の
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
こ
と
の
検
討
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
駐

車
場
の
料
金
の
設
定
な
ど
も
含

め
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

よ
り
促
す
よ
う
な
有
効
的
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
、
引
き
続
き

開
発
事
業
者
に
対
し
て
強
く
要

請
し
て
い
く
。

広
域

連
携

に
よ

る

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
制

度
の

創
設

を

至誠自民
クラブ

秋田　　孝

所
沢
駅
西
口
開
発
計
画
に
伴
う

交
通
緩
和
対
策
を

Ｑ
椿
峰
地
区
に
お
い
て
、
緑

化
協
定
、
建
築
協
定
が
近
々
失

効
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
椿
峰

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
地
区
計
画
策
定
に

向
け
て
様
々
活
動
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
う
。

Ａ
椿
峰
地
区
の
地
区
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
椿
峰
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
や
本
年
８
月
に
行
っ
た

住
民
説
明
会
の
内
容
を
踏
ま

え
、
最
終
的
な
素
案
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
案
が
市

の
都
市
計
画
の
考
え
に
適
合
し

て
い
る
か
、
他
地
区
の
地
区
計

画
の
内
容
と
整
合
性
が
図
ら
れ

て
い
る
か
確
認
し
、
原
案
を
作

成
す
る
。
そ
の
後
、
街
づ
く
り

条
例
や
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
説
明
会
や
縦
覧
な
ど
の
手
続

を
経
て
都
市
計
画
と
し
て
決
定

す
る
が
、
協
議
会
の
案
が
提
出

さ
れ
て
か
ら
、
１
年
程
度
の
期

間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　　豊

椿
峰
の
豊
か
な
環
境
を
維
持
し
て

い
く
た
め
地
区
計
画
の
策
定
を

Ｑ
本
市
の
人
口
は
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
が
、
小
手
指
地

区
の
人
口
は
増
加
し
て
い
る
。

建
売
住
宅
が
急
増
し
て
お
り
、

若
い
夫
婦
が
入
居
し
、
子
ど
も

た
ち
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
待
機
児
童
が

増
加
し
そ
う
だ
が
、
今
年
度
の

対
応
状
況
と
来
年
度
の
保
育

施
設
の
増
員
予
定
を
伺
う
。

Ａ
今
年
度
は
保
育
需
要
の
高

い
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
４
月
、

６
月
、
８
月
に
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
る
地
域

型
保
育
事
業
所
３
園
を
新
た
に

開
設
し
た
。
勤
務
日
数
が
比
較

的
少
な
い
世
帯
の
利
用
も
可
能

な
一
般
型
一
時
預
か
り
事
業
の

受
入
枠
を
７
月
よ
り
拡
充
し
た

こ
と
に
加
え
、
保
育
士
の
働
く

環
境
を
整
備
し
、
保
育
の
受
入

体
制
の
充
実
に
つ
な
が
る
保
育

士
奨
学
金
返
済
支
援
事
業
を

速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。
令

和
６
年
度
に
向
け
て
は
、
保
育

施
設
の
新
設
や
既
存
の
保
育
施

設
の
定
員
増
な
ど
調
整
を
進
め

て
い
る
。

至誠自民
クラブ

大舘舘　隆行

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
を

Ｑ
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
人
が
集
ま
り
や
す
い
駅
な

ど
に
園
児
を
預
け
、
そ
こ
か
ら

各
園
に
ま
と
め
て
送
迎
す
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
遠
方

の
保
育
園
で
も
入
園
希
望
者

が
増
え
る
こ
と
、
異
な
る
複
数

の
園
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
が

ま
と
め
て
送
迎
で
き
、
共
働
き

家
庭
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
待
機
児

童
が
急
増
し
て
い
る
本
市
に
お

い
て
、
保
育
施
設
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
の
間
だ
け
で
も
導
入
を

検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
他
市
で
は
、
子
育
て
環
境

の
整
備
や
女
性
の
活
躍
推
進

を
目
的
と
し
て
導
入
し
た
も
の

の
、
保
護
者
と
利
用
す
る
施
設

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

足
す
る
こ
と
や
、
利
用
者
が
少

な
い
と
い
っ
た
現
状
が
実
際
に

は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
子
ど

も
に
と
っ
て
は
精
神
的
あ
る
い

は
身
体
的
に
も
負
担
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

さきがけ
長谷川礼奈

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を
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Ｑ
学
校
給
食
で
地
場
産
物
を

使
用
す
る
場
合
の
目
標
率
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
が
適
当
な

の
か
。
重
量
そ
れ
と
も
品
目
数

で
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

統
一
し
な
い
と
、
他
と
の
比
較

が
で
き
な
い
。
地
場
産
物
を
使

用
す
る
目
的
や
理
想
を
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
学
校
給
食
で
は
地
場
産
物

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
食
と

教
育
と
地
域
農
業
を
結
び
つ

け
、
活
き
た
教
材
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

に
新
鮮
で
安
全
な
も
の
を
食
べ

さ
せ
た
い
、
地
域
や
地
場
産
物

へ
の
愛
着
、
生
産
者
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
育
て
た
い
。
地
域

の
自
然
や
文
化
、
産
業
に
関
す

る
理
解
を
深
め
た
い
。
子
ど
も

た
ち
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
産
意
欲
を
高
め
、
地
域
農
業

の
振
興
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
。
こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ

て
地
場
産
物
使
用
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ところざわ
市民会議
末吉美帆子

地
産
地
消
給
食
の
推
進
を

Ｑ
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

生
活
困
窮
に
陥
る
子
育
て
世
帯

へ
の
生
活
支
援
に
つ
な
が
る
。

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

る
た
め
、
つ
ま
り
福
祉
の
中
の

福
祉
と
考
え
れ
ば
、
給
食
費
の

無
償
化
は
本
市
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
市
長
選
挙
の
公
約
に
入
れ

た
が
、
今
後
は
学
校
給
食
費
を

無
償
化
し
て
い
く
。
そ
の
際
に

は
無
償
化
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導

入
し
て
い
く
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

の
導
入
こ
そ
、
市
が
し
っ
か
り

と
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
点
こ
そ
無
償
化
へ
踏
み
切

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
こ
の

４
年
間
、
何
度
も
有
識
者
を
迎

え
て
市
役
所
全
体
で
勉
強
会
を

開
き
、
視
察
も
行
い
、
準
備
を

進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
全
国

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
協
議
会
の

一
員
と
し
て
も
活
動
し
、
そ
の

成
就
を
こ
つ
こ
つ
と
目
指
し
て

き
た
。
今
後
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
導
入
と
給
食
費
の
無
償

化
を
学
校
給
食
の
両
輪
と
し
て

進
め
て
い
く
。

公明党
植竹　成年		

一
日
も
早
い
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を

Ｑ
令
和
３
年
に
市
内
小
学
校

で
、
困
難
を
抱
え
た
児
童
生
徒

が
教
職
員
か
ら
い
じ
め
と
も
取

れ
る
不
適
切
な
対
応
を
さ
れ

た
と
の
相
談
を
受
け
た
。
市
と

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
た
め

に
、
今
後
何
が
必
要
な
の
か
、

本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

Ａ
児
童
生
徒
に
対
す
る
不
適

切
な
指
導
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
万
が
一
そ

の
よ
う
な
指
導
が
見
ら
れ
た

場
合
に
は
、
事
実
の
確
認
を
行

い
、
指
導
主
事
を
派
遣
す
る
な

ど
適
切
に
教
育
委
員
会
と
し
て

対
応
し
て
い
く
。
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
教
職
員
の
理
解
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
特
別
支

援
教
育
を
担
う
教
育
養
成
研

修
会
や
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
支
援
を
学
ぶ
研
修
会
を

通
し
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を
教
職
員

自
身
が
深
く
理
解
し
、
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
、
適
切
な

対
応
が
行
え
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
。

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
?
に

つ
い
て

? 人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加す
ることを可能とするとの目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み

Ｑ
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
義

務
化
に
よ
り
、
事
業
者
に
委
員

会
の
設
置
や
研
修
の
義
務
化
、

責
任
者
の
設
置
が
定
め
ら
れ
た

が
、
市
内
事
業
者
は
ど
の
程
度

徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
障
害
者
の
虐
待
防
止
に
つ

い
て
は
、
運
営
基
準
に
お
い
て

事
業
者
へ
の
虐
待
防
止
委
員
会

の
設
置
や
研
修
が
義
務
化
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
県
か
ら
通

知
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
の
求
め

に
応
じ
、
障
害
者
虐
待
に
関
す

る
基
本
的
な
対
応
の
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
市
内
の
障
害
福

祉
関
係
機
関
の
職
員
を
対
象
と

し
た
障
害
者
虐
待
の
未
然
の
防

止
、
虐
待
が
発
生
し
た
際
の
早

期
発
見
、
迅
速
な
対
応
に
つ
い

て
、
所
沢
市
自
立
支
援
協
議
会

く
ら
し
・
研
修
部
会
に
よ
る
障

害
者
虐
待
防
止
権
利
擁
護
研

修
を
行
っ
た
。
今
後
も
引
き
続

き
、
障
害
者
福
祉
施
設
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提

供
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
や

研
修
等
の
支
援
を
し
て
い
く
。

日本共産党
花岡　健太

障
害
者
虐
待
防
止
法
の

義
務
化
に
つ
い
て

Ｑ
こ
ど
も
基
本
法
第
11
条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
「
こ
ど

も
等
の
意
見
の
反
映
」
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
今
後
考
え
て
い

る
取
組
を
伺
う
。

Ａ
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
は
、
子
ど
も
を
大
切
に
す

る
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
現
在
改
定
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
中
で
も
、
子

ど
も
・
若
者
か
ら
の
意
見
や
考
え

を
参
考
と
す
る
た
め
、
小
中
学
生

や
高
校
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

予
定
し
て
い
る
。
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
だ
け
で
な
く
、
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
に
出
向
き
、
直
接
子
ど
も
か

ら
意
見
を
聞
き
取
っ
て
は
ど
う
か

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
現

在
、
高
校
生
世
代
と
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
子
ど
も
・
若
者
情
報
チ
ャ
ン

ネ
ル
へ
の
友
だ
ち
登
録
に
よ
り
つ

な
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
含
め
、
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意
見
を
踏

ま
え
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
実

現
す
る
観
点
か
ら
、
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
大庭　祥照

子
ど
も
・
若
者
・
子
育
て
世
代
の

意
見
を
反
映
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

Ｑ
国
は
、
健
康
保
険
証
の
廃

止
を
来
年
10
月
に
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
所
持
は
法
的
に

は
任
意
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
を
所
持
し
て
い
な
い
方
に
は

資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
健
康
保
険
組
合

や
自
治
体
に
は
新
た
な
負
担
が

生
じ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

Ａ
国
の
方
針
に
変
更
が
な
い

場
合
、
本
市
で
は
令
和
６
年
８

月
１
日
か
ら
１
年
間
有
効
の
国

民
健
康
保
険
証
が
最
終
版
と

な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
方
に
は
保
険
証
に
代

わ
る
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
が
定
着
す

れ
ば
、
保
険
証
の
更
新
事
務
や

資
格
過
誤
に
よ
る
診
療
報
酬

明
細
書
の
誤
請
求
の
減
少
に
よ

り
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
ほ

か
、
受
診
履
歴
や
投
薬
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
で
重
複
し
た
受

診
や
投
薬
が
回
避
さ
れ
、
医
療

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
情
報
連
携
に
よ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

日本共産党
小林　澄子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
ひ
も
づ
け

に
つ
い
て
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Ｑ
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
「
本
郷
・

坂
之
下
コ
ー
ス
」
を
西
上
か
ら

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
を
通
り
、
清
流

苑
を
回
り
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
停
留

所
に
向
か
う
コ
ー
ス
に
変
更
す

る
か
、
新
中
里
地
域
を
通
る
コ

ー
ス
を
新
設
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
は
、
地
域

の
方
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
公
共

交
通
と
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
地
域
の
方
と
の
協
働

に
よ
り
運
行
す
る
体
制
を
取

っ
て
お
り
、
導
入
検
討
段
階
で

は
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換

会
に
お
い
て
、
ル
ー
ト
や
停
留

所
の
場
所
な
ど
、
詳
細
な
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
柳
瀬
地
区
に

つ
い
て
も
、
地
域
と
の
協
働
を

経
て
、
令
和
５
年
３
月
か
ら
実

証
運
行
を
開
始
し
、
３
年
間
を

実
証
運
行
期
間
と
し
て
予
定
し

て
い
る
。
期
間
中
は
、
よ
り
多

く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ

ヤ
を
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
見
直
し
に
つ
い
て

は
地
域
の
方
と
の
意
見
交
換
で

検
討
し
て
い
く
。

日本共産党
中井めぐみ

買
物
難
民
対
策
と
し
て

公
共
交
通
の
見
直
し
を

Ｑ
所
沢
市
寿
町
歴
史
的
建
造

物
整
備
活
用
基
本
方
針
に
お
い

て
、
歴
史
的
建
造
物
の
部
材
を

用
い
て
整
備
を
行
う
建
造
物
は

１
棟
を
基
本
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
主
要
な
部
材
を
保
管

し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
は
３

棟
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
１
棟
を

選
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
財
政

的
な
課
題
等
が
あ
り
、
当
面
の

間
は
１
棟
と
い
う
の
は
、
理
解

で
き
る
が
、
将
来
的
に
は
敷
地

内
に
さ
ら
に
１
棟
の
建
造
物
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
秋
田
家
住
宅
の
敷
地
全
体

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
部

署
と
十
分
に
連
携
し
て
、
基
本

方
針
を
踏
ま
え
た
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
将
来
的
な

展
望
を
描
き
な
が
ら
も
、
様
々

な
可
能
性
を
考
慮
し
て
今
後
事

業
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

さきがけ
荻野　泰男

様
々
な
可
能
性
を
考
慮
し
た

事
業
展
開
を

Ｑ
北
野
公
園
市
民
プ
ー
ル
の

利
用
者
は
未
就
学
児
と
小
中

学
生
が
特
に
多
く
、
ま
さ
に
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
と
子
育
て

世
代
の
た
め
に
あ
る
プ
ー
ル
で

あ
る
が
、
お
む
つ
が
取
れ
て
い

な
い
幼
児
が
プ
ー
ル
に
入
れ
な

い
。
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
を
着
用

し
、
そ
の
上
に
水
着
を
着
用
す

れ
ば
幼
児
用
プ
ー
ル
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

Ａ
現
時
点
で
は
、
運
営
を
委

託
す
る
業
者
と
協
議
の
上
、
幼

児
用
プ
ー
ル
で
お
む
つ
着
用
者

の
利
用
は
遠
慮
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
利
用
す
る
際
に
は
、

一
般
利
用
者
へ
の
配
慮
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
利
用
者
の
声
を
聞

く
と
と
も
に
、
お
む
つ
着
用
を

認
め
て
い
る
公
営
プ
ー
ル
の
ル

ー
ル
を
調
査
す
る
な
ど
、
様
々

な
面
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

自由民主党・
無所属の会
前田　浩昭

お
む
つ
が
取
れ
て
い
な
い
幼
児
の

市
民
プ
ー
ル
利
用
の
検
討
を

Ｑ
本
市
と
姉
妹
都
市
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
・
デ

ィ
ケ
イ
タ
ー
市
、
中
国
・
常
州

市
、
韓
国
・
安
養
市
の
３
市
で

あ
る
。
共
通
課
題
意
識
を
持
つ

世
界
の
自
治
体
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
は
、
双
方
の
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
地

球
的
規
模
課
題
の
解
決
に
向

け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
、

所
沢
の
未
来
も
よ
り
開
か
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
の
国
際
友
好
に
関
す
る
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
、
姉
妹
都
市
交

流
を
軸
に
し
た
国
際
交
流
の
ほ

か
、
様
々
な
形
で
海
外
と
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
交
流
が
課
題
解
決
に
役
立

ち
、
私
や
職
員
の
視
野
を
広
げ

て
く
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
ま

ち
の
魅
力
や
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
今

後
も
本
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
国
内
外

を
問
わ
ず
、
そ
の
知
見
、
事
例

を
学
び
、
自
治
体
の
つ
な
が
り

も
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な

時
代
の
市
民
の
幸
せ
実
現
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。 公明党

大久保竜一

地
球
的
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
た

国
際
交
流
の
推
進
を

Ｑ
既
存
の
幼
稚
園
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
預
か
り
保

育
や
小
規
模
保
育
の
推
進
、
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
活
用
な
ど
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
資
源

を
活
用
す
る
取
組
を
し
て
い
る

か
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
、
幼
稚
園
で
教

育
時
間
の
終
了
後
に
保
育
を
行

う
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業

や
、
保
育
園
に
お
い
て
は
一
般

型
一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
ま
で
を
預
か
る
地
域
型

保
育
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
新
た
に
３
園
を
開
設

し
た
。
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
複
数
の
方
が
活
動
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
送
迎
や

預
か
り
な
ど
の
援
助
を
受
け
た

い
人
と
援
助
を
行
い
た
い
人
と

で
、
地
域
で
相
互
援
助
を
行
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
な
ど
、
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
子
育
て
資
源
を
活
用
し

な
が
ら
、
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

公明党
山口　浩美

さ
ら
な
る
保
育
環
境
の
整
備
を

Ｑ
全
国
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
に
公
費
で
助
成
し
て
い
る

自
治
体
は
、
２
８
１
自
治
体
あ

り
、
県
内
63
市
町
村
の
う
ち
15

自
治
体
が
助
成
し
て
い
る
。
県

で
は
助
成
状
況
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
本
市
の
回
答
内
容
を
伺

う
。

Ａ
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

助
成
を
実
施
し
て
い
な
い
自
治

体
へ
の
質
問
と
し
て
、
住
民
か

ら
の
要
望
の
有
無
の
項
目
に
、

あ
り
と
回
答
し
た
自
治
体
は

42
自
治
体
で
、
本
市
に
お
い
て

も
、
あ
り
と
回
答
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
予
定
な
し
と
回
答
し
た

自
治
体
が
31
自
治
体
、
令
和
６

年
度
以
降
で
検
討
中
と
回
答

し
た
自
治
体
が
10
自
治
体
だ
っ

た
。
本
市
で
は
様
々
な
課
題
の

整
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
令
和
６
年
度
以
降
で
検

討
中
と
回
答
し
た
。
各
自
治
体

か
ら
は
、
国
の
定
期
接
種
化
、

県
の
補
助
事
業
化
を
望
む
意
見

が
あ
っ
た
。

公明党
亀山　恭子

帯た
い

状
じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を
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Ｑ
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農

法
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
の
で
、
市
民
に
情
報
を
発

信
し
、
農
業
の
振
興
と
雑
木
林

の
保
全
、
生
物
多
様
性
、
民
俗
、

文
化
の
継
承
に
つ
な
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農

法
は
、
現
代
の
地
球
環
境
問
題

と
い
う
大
き
な
課
題
を
前
に
、

低
炭
素
社
会
、
環
境
保
全
型

社
会
、
自
然
共
生
社
会
を
実
現

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
大
き
く
貢

献
す
る
特
性
が
あ
る
た
め
、
農

業
者
の
方
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
民
や
子
ど
も

た
ち
と
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

体
感
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
が
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
と

共
存
す
る
農
業
の
振
興
に
つ
い

て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
協
議

会
の
一
員
と
し
て
も
、
貴
重
な

伝
統
的
農
法
を
末
永
く
継
承
し

て
い
け
る
よ
う
、
本
地
域
の
農

業
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
保
全
に

係
る
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ
大石　健一

農
業
振
興
と
雑
木
林
の
保
全
を

Ｑ
遠
方
の
風
力
発
電
を
含
む

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
的
な

所
沢
市
内
へ
の
電
力
融
通
戦
略

を
掲
げ
、
実
現
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
具
現
化

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
市
に
は
風
力
発
電
に
必

要
な
風
も
洋
上
風
力
の
た
め
の

海
も
な
い
が
、
人
々
が
住
む
家

や
事
業
所
の
屋
根
が
あ
る
。
屋

根
の
上
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
い
き
、
電
気
を
使
う

人
が
作
る
人
に
な
る
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て

い
く
、
そ
う
し
た
社
会
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
ざ
わ
未
来
電
力
は
、
ご
み
発

電
と
太
陽
光
発
電
を
基
に
電
力

を
供
給
し
て
い
る
が
、
ご
み
の

減
量
、
脱
焼
却
も
目
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
風
力
発
電
な
ど

本
市
に
は
な
い
域
外
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と

い
う
提
案
は
と
て
も
意
義
の
あ

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う

い
っ
た
動
き
を
機
敏
に
捉
え
、

様
々
な
主
体
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

地
球
沸
騰
化
時
代

緩
和
策
の
強
力
な
推
進
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
成
人
し
た
障
が
い
者
手
帳

を
持
っ
て
い
な
い
発
達
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
手
薄
で

あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
の
認
識
や
今
後
の

対
策
を
伺
う
。

Ａ
成
人
後
の
発
達
障
害
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る

際
、
市
の
関
係
部
署
と
関
係
機

関
と
連
携
し
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と

に
重
点
的
に
設
定
さ
れ
た
支

援
を
、
障
害
特
性
や
実
態
に
応

じ
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
児
童
か
ら
成
人
に
切
り
替

わ
る
18
歳
を
迎
え
ら
れ
る
時
期

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手
帳
の

再
判
定
や
利
用
し
て
い
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
利
用
の
手
続

な
ど
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

改
め
て
見
直
す
機
会
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
護
者
や
家
族
が
抱

え
る
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
・

解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
は
、
分
か
り
や
す
い
相

談
窓
口
の
周
知
に
も
努
め
て
い

く
。

至誠自民
クラブ
斎藤　由紀

発
達
障
が
い
の
あ
る

成
人
の
方
へ
の
支
援
を

Ｑ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
日
常
的
に
利
用
し

て
い
る
方
も
多
く
、
そ
の
機
能

に
は
安
否
確
認
も
あ
り
、
自
治

会
・
町
内
会
が
抱
え
る
課
題
に

即
応
で
き
る
ツ
ー
ル
も
あ
る
。

活
用
事
例
を
積
極
的
に
情
報

共
有
す
る
と
と
も
に
、
意
欲
の

あ
る
自
治
会
・
町
内
会
の
希
望

を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
意
向

調
査
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
考
え
る

と
、
情
報
の
収
集
や
拡
散
に
利

用
で
き
、
非
常
時
に
は
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
。
現

時
点
で
は
具
体
的
に
把
握
し
て

い
る
事
例
は
な
い
が
、
今
後
、

他
市
も
含
め
て
活
用
事
例
を

収
集
し
、
情
報
共
有
に
努
め
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向

け
て
、
市
の
支
援
策
を
検
討
す

る
場
合
に
は
、
目
的
や
課
題
な

ど
、
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
、

よ
り
具
体
的
に
考
え
を
伺
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て

意
向
調
査
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
石原　　昂

自
治
会
・
町
内
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を

Ｑ
写
真
は
、
今
ほ
と
ん
ど
が

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
あ
り
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
の
が
非
常
に
有

効
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ム
へ
の
掲

載
の
公
平
性
や
制
作
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
写
真
選
定
シ
ス
テ
ム
の
展

開
は
ま
だ
一
部
の
学
校
に
限
ら

れ
て
お
り
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
、
間
違
い
の
リ
ス
ク
低
減
の

上
で
も
、
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム

の
情
報
提
供
を
行
い
、
使
用
す

る
学
校
を
広
げ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作
に

つ
い
て
は
、
教
職
員
の
授
業
や

指
導
な
ど
本
来
の
業
務
と
は
異

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

教
職
員
が
そ
こ
に
多
く
の
時
間

を
か
け
て
い
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
。
ア
ル
バ
ム
制
作
の
方

法
は
、
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
に

選
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
写

真
選
定
シ
ス
テ
ム
の
情
報
提
供

を
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

卒
業
ア
ル
バ
ム
作
成
に
か
か
る

教
職
員
の
負
担
軽
減
へ
の
取
組
を

Ｑ
県
内
の
蓮
田
白
岡
衛
生
組

合
、
東
京
都
立
川
市
、
小
平
市

な
ど
、
ご
み
の
有
料
化
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
な
ど
は
、
自

宅
の
前
に
ご
み
を
収
集
に
来
て

く
れ
る
戸
別
収
集
を
行
っ
て
い

る
。
地
元
の
ネ
オ
ポ
リ
ス
自
治

会
で
は
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
世
帯
率
が
４
割
を
超
え
て

お
り
、
ご
み
出
し
が
大
変
だ
と

い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。
家
庭

ご
み
を
戸
別
収
集
し
た
場
合
、

コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら
い
増
え
る

と
見
込
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
を

実
際
に
行
う
に
は
、
様
々
な
諸

条
件
が
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
コ
ス
ト
を
算
出
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
コ
ス
ト
の
増
加

や
、
ご
み
収
集
車
の
走
行
距
離

の
増
加
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
本
市
の
道
路
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
る
と
、
家
庭
ご
み
の
戸

別
収
集
の
実
現
に
は
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。

ところざわ
市民会議
石本　亮三

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
の
実
現
を
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Ｑ
今
後
、
種
や
飼
料
、
農
薬

が
海
外
か
ら
入
っ
て
こ
な
く
な

っ
た
場
合
、
農
薬
に
関
し
て
は

減
農
薬
が
考
え
ら
れ
る
が
、
対

策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

Ａ
減
農
薬
の
取
組
は
、
緊
急

事
態
へ
の
備
え
と
い
う
視
点
よ

り
も
、
土
壌
や
生
態
系
に
過
度

な
負
荷
を
か
け
ず
、
地
力
の
基

盤
を
整
え
る
効
果
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
堆
肥
や
緑
肥
の
活

用
と
併
せ
た
土
づ
く
り
を
通
し

て
、
環
境
に
優
し
い
持
続
的
な

農
業
生
産
を
進
め
て
い
く
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
、
化

学
肥
料
の
使
用
量
削
減
や
緑
肥

の
活
用
に
よ
り
、
環
境
負
荷
軽

減
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
と
も

に
、
本
年
６
月
の
設
立
時
よ
り

加
盟
し
て
い
る
全
国
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
給
食
協
議
会
と
も
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
準
備

を
重
ね
て
き
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
の
宣
言
に
向
け
て
、

有
機
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
進

め
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と

地
球
環
境
の
両
立
に
農
業
者
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 参政党

斉藤かおり

食
料
供
給
を
確
保
す
る
た
め

食
料
自
給
率
の
向
上
を

Ｑ
市
役
所
西
口
玄
関
前
に
、

広
島
市
か
ら
譲
り
受
け
た
被

爆
敷
石
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
８
月
に

は
市
民
が
敷
石
前
で
平
和
祈

念
式
を
行
っ
て
い
る
。
被
爆
敷

石
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
に
伝
え

る
本
市
の
役
割
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
被
爆
敷
石
は
、
原
子
爆
弾

が
破
裂
し
た
と
こ
ろ
か
ら
約
１

０
０
０
ｍ
の
距
離
で
熱
線
と
爆

風
を
浴
び
た
も
の
で
、
周
辺
の

地
表
面
の
温
度
は
３
０
０
０
度

か
ら
４
０
０
０
度
に
も
達
し
、

平
和
な
広
島
の
ま
ち
は
一
瞬
に

し
て
廃
墟
と
化
し
、
ま
さ
に
そ

の
中
心
に
存
在
し
た
石
で
あ

る
。
こ
の
敷
石
は
原
子
爆
弾
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
も
の
で
、

広
島
市
か
ら
譲
り
受
け
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
世
界
の
恒
久
平

和
と
い
う
広
島
の
悲
願
を
訴
え

る
生
き
証
人
の
よ
う
に
も
感
じ

る
。
核
廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い

を
込
め
て
、
市
役
所
玄
関
前
に

設
置
し
て
お
り
、
様
々
な
平
和

施
策
と
併
せ
て
し
っ
か
り
と
未

来
に
伝
え
て
い
く
。

日本共産党
矢作いづみ

核
廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い
を

未
来
に
伝
え
る
取
組
を

Ｑ
34
万
人
の
人
口
を
誇
る
本

市
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
１
か
所
と

い
う
の
は
、
他
市
と
比
較
し
て

も
寂
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
北

中
運
動
場
の
敷
地
内
に
は
調
整

池
が
あ
り
、
既
に
柵
も
設
置
さ

れ
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も

整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
費
用
も

抑
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
北
中

運
動
場
の
調
整
池
に
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い

か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
北
中
運
動
場
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
ト
イ
レ
の
改

修
や
弓
道
場
の
敷
地
の
提
供
な

ど
、
施
設
の
充
実
や
有
効
活
用

を
図
っ
て
き
た
。
調
整
池
を
活

用
し
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
は

他
市
で
も
実
施
し
て
お
り
、
既

存
施
設
の
有
効
活
用
に
な
る
こ

と
か
ら
、
非
常
に
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
設
置
し
て
い
る
所
沢

航
空
記
念
公
園
や
近
隣
市
の
状

況
を
確
認
し
、
課
題
を
整
理
し

つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

市民クラブ
未来

青木　利幸

北
中
運
動
場
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

Ｑ
戦
国
滝
の
城
ま
つ
り
を
と

こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
共
同

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
和

と
洋
、
伝
統
と
未
来
が
入
り
交

じ
り
合
う
ユ
ニ
ー
ク
な
祭
り
に

育
て
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
の
企

画
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ	

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ	

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
構
想
で
は
、
当

初
よ
り
人
々
の
生
活
か
ら
生
ま

れ
て
き
た
、
ふ
る
さ
と
所
沢
の

文
化
と
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
が
発
信
す
る
文
化
と

の
調
和
を
う
た
っ
て
お
り
、
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
変
興
味

深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
目

的
、
背
景
、
体
制
の
も
と
で
誇

り
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
一
緒
に
進
ん

で
い
こ
う
と
す
る
機
運
が
重
要

と
も
考
え
る
。
こ
う
し
た
機
運

が
生
じ
た
際
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ	

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ	

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

構
想
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
実
現

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

市民クラブ
未来

松本　明信

ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
企
画
の
展
開
を

通年会期制に関する

市民民説明明会 開催！
１１月２１日（火）	 １０：００〜　富岡まちづくりセンター	ホール

	 １８：００〜　三ケ島まちづくりセンター	ホール

１１月２２日（水）	 １０：００〜　松井まちづくりセンター	ホール

	 １８：００〜　吾妻まちづくりセンター	ホール

●手話通訳あり　●事前申込み不要、直接会場にお越しください
最新情報は
HP をチェック！
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令和 5 年（2023 年） 11 月 15 日 ところざわ市議会だより

皆さんの声、お聴かせください

議議会会報報告告会会 開催！

イベント情報イベント情報

最新情報は
HP をチェック！

１１月１７日（金）	１９：００～

石本	亮三 斉藤かおり 赤川	洋二 花岡	健太 前田	浩昭 大石	健一 山口	浩美 斎藤	由紀

１１月１８日（土）	１３：３０～

神戸	鉄郎 中井めぐみ 長谷川礼奈 大久保竜一 松本	明信 大庭	祥照 中	　毅志 入沢　	豊

内容
第１部　９月定例会の報告

第２部　班形式による市政全般に関する意見交換
会場

市役所低層棟３階　全員協議会室
●手話通訳あり

●事前申込み不要、直接会場にお越しください

会場
こどもと福祉の未来館（泉町１８６１－１）

１階　多目的室１・２号室
●手話通訳あり

●事前申込み不要、直接会場にお越しください

市民の声をどう政策につなげるか？
～市民から議員になって～

司　　会 石本	亮三

令和６年２月３日（土）１３：３０〜

花岡　健太	 長谷川礼奈

大久保竜一	 前田　浩昭

斎藤　由紀

出席議員

討論テーマ

政政策策討討論論会会 開催！

新人議員の

13



ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 208号第 208号

ギ カ イ レポート

《会議録》

《会議録》

所沢市における
　特別支援学級の充実について

市 民
文 教

第５次所沢市障害者支援計画における取組状況と
第６次所沢市障害者支援計画策定の方向性について

健 康
福 祉

小・中学校に設置されている障害のある児童生徒を対象にした少人数の学級。

自立活動や各教材等を合わせた指導など、障害による学習や生活の困難を克

服するための特別の指導を児童生徒のニーズに応じて行う学級のこと。

所沢市の障害者施策の基本方針と施策展開の方向性を明らかにした計画

委員会審査７月５日

委員会審査７月１８日

現地調査７月１３日 山口小学校　特別支援学級の授業を現地調査

知的障害や自閉・情緒障害など、様々な障害があるが、障害の発見については、就学時健診

や学級担任の先生、保護者からの情報以外にあるのか。

保護者から学校への相談、入学前であれば幼稚園、保育園からの情報もあります。また、お

子さんが特別支援学級に適しているのかどうか、適している場合はどの種別が対象となるの

かを就学支援委員会で判断しますが、最終的には保護者の意向が最も尊重されます。

とは特別支援学級
POINT

とは所沢市障害者支援計画
POINT

≪計画の位置づけ≫

総　

合　

計　

画

障
害
者
計
画

障
害
福
祉
計
画

障
害
児
福
祉
計
画

障
害
者
支
援
計
画

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画

高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画

保
健
医
療
計
画

そ
の
他
関
連
計
画

地	域	福	祉	計	画
（高齢者、障害者、児童等の福祉の各分野における共通的な事項を横断的に取り組む）
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令和 5 年（2023 年） 11 月 15 日 ところざわ市議会だより

《会議録》

マチごとエコタウンを目指して建 設
環 境

自分たちのまちのこと、話し合ってみよう
広 聴
広 報

行政視察
８月１日

▼
８月２日

委員長のヒトコト

エコタウン産業団地ではエコ・マインド社の埋め立てない、
燃やさないゼロ・エミッションの社会を目指す工場と食品
系廃棄物関連リサイクル処理施設を視察しました。特に食
品系廃棄物関連リサイクル処理施設では、消費期限がまだ
１年もあるものがリサイクルされることに驚かされました。

富山県富山市 テーマ「エコタウン事業について」

市指定ごみ袋（可燃ごみ）有料化の導入に際して、半年で
約３００回を超える説明会を開催したとのことでした。有
料化されれば当然ゴミの減量化になりますが、有料化され
ていない市町村もまだたくさんあります。所沢市で今後導
入する場合は、市民が納得できる丁寧な説明が必要であり、
今後の取組に大変参考になりました。

石川県小松市 テーマ「ごみ有料化の取組について」

子どもたちが議会探検ツアーに来てくれました

８月８日

市内の小学生が、自分たちの身の回りのこと、学校のこと、所沢のことなどについて話し合う、所沢こど

もルネサンス事業「ところざわ♡こども会議＠トコトコタウン２０２３」の活動の中で、議会探検ツアー
に３３人が参加してくれました！

市議会の活動や、議員はどんな

仕事をしているのかを紹介しま

した。難しい単語もしっかり

ノートにメモしていました！

	①議会の仕組みを勉強！！

市役所には来たことがあるけれ

ど、市議会のことはよくわから

ないということで、議会棟を探

検してもらいました！

	②議会探検ツアー

みんなで話し合って、身近な疑問・

質問を議員に投げかけてもらいまし

た。１つ１つの質問から真剣に考え

てくれたことが伝わってきました！

	③なんでも質問タイム

当日の様子

1515 14
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■表紙　インタビュー

甲子園３度の出場を経験
所沢商業高校野球部  元監督さん高鍋尚典

たか なべ なお のり

Tokorozawa city council

No.208
今回の定例会は

12月

９月 ６月

３月

撮影場所　所沢商業高校

16

昭和１９年　福岡県出身

埼玉県立所沢商業高校野球部の監督として、３度の甲子園出場を果たす。

３度目の出場時には、初戦にＰＬ学園の黄金時代を築いた桑田・清原両

選手と対戦し、惜敗を喫している。また、５４歳の時に西武ライオンズ

の東尾 修 元監督からのオファーを受け、プロ野球界に転身し、松坂 

大輔投手などの育成を担当した。

現在は、学校法人 桐葉学園 所沢若草幼稚園の園長として勤務している。

■
甲
子
園
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
当
時

の
所
沢
の
様
子
は

県
大
会
で
優
勝
し
た
時
は
、
オ
ー

プ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て
小
手
指
駅
周
辺

や
和
ケ
原
商
店
街
な
ど
を
回
る
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
県
大
会
の

会
場
か
ら
所
沢
に
帰
っ
て
き
た
時
に

は
、
辺
り
は
薄
暗
く
な
っ
て
い
ま
し

た
し
、
最
初
は
何
が
起
き
て
い
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
万

人
の
方
が
沿
道
で
旗
を
振
っ
て
喜

ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

て
、
徐
々
に
自
分
た
ち
の
こ
と
を
祝

福
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。

■
野
球
部
の
監
督
と
し
て
、
ど
の
様
な

思
い
が
あ
り
ま
し
た
か

所
沢
商
業
高
校
が
開
校
し
て
間

も
な
く
着
任
し
た
の
で
、
学
校
の
知

名
度
も
低
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
校

長
先
生
か
ら
「
２
人
で
学
校
を
創
ろ

う
」
と
言
わ
れ
、身
が
震
え
ま
し
た
。

「
野
球
部
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
所

沢
商
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
就
職
し

や
す
く
な
る
な
ら
ば
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
雨
の
日
で
も
天
候
に
関
わ
ら

ず
、
毎
日
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
辛
い
練
習
の
日
々
に
も
付
き
合
っ

て
く
れ
た
部
員
た
ち
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

■
甲
子
園
に
出
場
し
て
、
部
員
た
ち
が

一
番
変
わ
っ
た
こ
と
は

野
球
部
の
部
員
た
ち
が
学
校
を
代

表
す
る
気
持
ち
を
持
ち
、
部
活
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
こ
と
に
自
主
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

強
豪
校
と
の
試
合
後
に
、
私
が

指
示
し
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
に
足

り
て
い
な
い
部
分
を
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
、
自
主
的
に
練
習
に
活
か
し
て
い

た
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

■
所
沢
で
野
球
を
頑
張
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

所
沢
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
学
校

が
あ
る
の
で
、
私
立
の
甲
子
園
出
場

常
連
校
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ

と
県
立
高
校
に
も
甲
子
園
で
勝
て
る

時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.32

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

所沢市議会 広
聴
広
報
委
員
会

◎
秋
田　
　

孝

松
本　

明
信

〇
石
本　

亮
三

大
庭　

祥
照

　

中
井
め
ぐ
み

前
田　

浩
昭

　

花
岡　

健
太

谷
口　

雅
典

　

長
谷
川
礼
奈

亀
山　

恭
子

　

大
久
保
竜
一

中　
　

毅
志

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

こ
の
秋
も
世
界
中
が
沸
騰
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
所
沢
も

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
で

地
球
環
境
を
守
る
一
翼
を
担
い
た

い
と
切
実
に
思
い
ま
す
。
（
中
井
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
、「
食
欲
の
秋
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
議
員
に
と
っ

て
「
秋
」
は
「
行
事
の
秋
」
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
（
石
本
）

ケ
ヤ
キ
並
木
が
好

き
で
す
。
前
が
見

え
な
く
な
る
程
の

落
葉
を
浴
び
、
並

木
道
を
歩
け
ば
、
秋
の
寂
し
さ
も

和
ら
ぐ
で
し
ょ
う
。
秋
刀
魚
も
食
べ

た
く
な
る
で
し
ょ
う
。（
花
岡
）

秋
議員たちの･･･

高
たか

鍋
なべ

　尚
なお

典
のり

 さん

次の定例会は 12 月１日（金曜）から開催予定です。

昭和58年 甲子園球場にて采配を振るう高鍋さん

西武ライオンズ時代の高鍋さん


